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1. 長寿命化修繕計画の目的 

1.1 背景 

熊本県相良村が管理する橋梁は，令和2年現在全49橋であり，橋長15m未満の小規模橋か

ら橋長100mを超える長大橋までが混在し，構造形式はコンクリート橋，鋼橋，溝橋（BOXカ

ルバート），吊り橋と多様な構造があります。 

このうち，建設後50年を経過する高齢化橋梁は6橋（9％），さらに20年後には，その割

合が70％を占めることとなります。そのため，今後，急速に橋梁の高齢化が進展し，これ

までの維持管理法(対症療法型)で補修を行った場合，橋梁を適切に管理できなくなるだけ

でなく，大規模補修や橋梁の架け替えが一時的に集中し，財政を圧迫することが懸念され

ます。 
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図1.1 橋種別の橋梁数 図1.2 年齢別の橋梁割合【令和2年現在】 

図1.3 建設後50年以上の橋梁数の増加 
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1.2 目的 

 このような背景から，これまでの維持管理法(対症療法型)で補修を行っていった場合，橋

梁を適切に管理できないだけでなく，大規模補修や橋梁の架け替えが一時的に集中すること

となります。このため，従来の悪くなったら補修する『対症療法型』方式から、損傷が大き

くなる前に計画的に予防的な対策を行い長持ちさせる『予防保全型』方式へ転換し計画的な

維持管理を実施することにより，限られた予算をうまくやりくりし村民の皆様の生活や交通

に支障を及ぼさないように橋梁を最適な状態に保ち，事故等につながる損傷を早期に発見・

対応することを目的に，長寿命化計画を策定する必要があります。 

 

対症療法型： 

悪くなってから補修や

架け替えを行う場合 
予防保全型： 

定期的な点検をし， 

予防的修繕を行う場合 

図1.4 予防保全型と対症療法型のイメージ図 
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2.長寿命化修繕計画の対象橋梁 

相良村の管理する橋梁は，全部で「52橋」であり，今回の相良村長寿命化修繕計画の対象橋

梁は「49橋」としています。相良大橋(村道その他)・袴谷2号橋(村道その他)・佐土原橋（村

道その他）の3橋について，後の個別修繕計画で対応予定であるため今回は対象外としていま

す。 

 

 

  村道 1級 村道 2級 村道 その他 合計 

全管理橋梁数 10 12 30 52 

 うち令和元年度計画策定橋梁数 10 12 27 49 

 

表2.1 令和2年度相良村の管理橋梁 

図2.1 橋梁の年齢分布グラフ 
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【橋梁の特色と位置図】 

 相良村の中心部にある川辺川を渡河する長大橋の他，橋長の長い橋梁が複数存在しています。 

 その中でも2015年に開通した「観音橋」は，長大橋の中でも最も新しい橋梁です。 

 

4



 橋 梁 長 寿 命 化 修 繕 計 画 

(19)平川橋
0019-0240-01

(42)八ツ田橋
0042-0101-01

(48)やすらぎ橋
0048-0291-01

(36)新層橋
0036-0228-01

(25)上園橋
0025-0007-01

(26)別府第二橋
0026-0223-01

(28)雨谷橋
0028-0008-02

(29)黒石橋
0029-0008-02

(37)相良橋
0037-0006-01

(39)夫婦橋
0039-0215-01

(43)権現橋
0043-0101-02

(22)小森橋
0022-0105-01

(30)橋谷橋
0030-0008-03

(23)高尾野橋
0023-0237-01

(20)廻谷橋
0020-0261-01

(31)白木谷橋
0031-0008-04

(32)平川谷橋
0032-0008-04

(18)晴山谷橋
0018-0107-01

(46)藤田谷橋
0046-0249-01

(3)とどしり橋
0003-0111-01

(9)山口谷三号橋
0009-0247-03

(8)山口谷二号橋
0008-0247-02

(7)山口谷一号橋
0007-0247-01

(6)山口橋
0006-0110-02

(5)小谷谷橋
0005-0110-01

(13)野原2号橋
0013-0108-03

(47)牛駄場橋
0047-0290-01

(11)中尾谷橋
0011-0108-01

(15)初神谷橋
0015-0253-01

(35)瀬馳橋
0035-0008-08

(33)六藤谷橋
0033-0008-05

(34)発電所橋
0034-0008-06

(16)袴谷橋
0016-0245-01

(49)西谷橋
0049-0297-01

(1)椎葉橋
0001-0264-01

(4)榎木谷橋
0004-0111-02

(12)深水橋
0012-0108-02

(17)六藤橋
0017-0242-01

(45)大神橋
0045-0109-01

(50)新深水橋
0050-0298-03

(51)深山橋
0051-0299-01

(52)竹野橋
0052-0299-02

(55)小平橋 0055-0299-05
(54)嶽野2号橋 0054-0299-04
(53)嶽野橋 0053-0299-03

(56)野原橋
0056-0299-06

(21)観音橋
0021-0238-01

(40)新村橋
0040-0301-01

(57)井沢橋
0057-0301-02

青字：橋長 15 m以上
赤字：橋長 15 m未満
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3.健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 相良村では，橋梁を適切に維持管理するために，メンテナンスサイクル「点検 ⇒ 診断 ⇒ 措

置 ⇒ 記録 ⇒（次回点検）」の実施を行います。 

3.1 健全度の把握の基本的な方針 

◎橋梁の健全度状況は、道路橋定期点検要領に基づき５年に１回近接目視による定期点検を実

施します。「点検」 

◎点検により健全性を診断し、４段階の健全度区分（表-3参照）により判定します。「診断」 

◎診断に応じた措置（修繕・監視・日常的な維持管理など）を行います。「措置」 

◎点検結果は道路橋点検要領で規定された点検記録様式で記録・保管を行い、以後の維持管理

や修繕計画の見直し等に活用します。「記録」 

◎維持管理の業務サイクルであるメンテナンスサイクル「点検 ⇒ 診断 ⇒ 措置 ⇒ 記録 ⇒

（次回点検）」の各段階を確実に実施することにより、橋梁長寿命化修繕計画を実施します。

（図-3参照） 

 

表 3.1 ４段階の判定区分における構造物の状態 

区  分 状   態 

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態． 

Ⅱ 予防保全段階 
道路橋の機能に支障が生じていないが，予防保全の観点か

ら措置を講ずることが望ましい状態． 

Ⅲ 早期措置段階 
道路橋の機能に支障が生じる可能性があり，早期に措置を

講ずべき状態． 

Ⅳ 緊急措置段階 
道路橋の機能に支障が生じている，又は生じる可能性が著

しく高く，緊急に措置を講ずべき状態． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.1 メンテナンスサイクルの流れ 

点 検 
・橋の損傷状態を把握 

・重大な損傷の早期発見・対処 

診 断 
・部材単位ごと、橋ごとに統一的

な区分に基づいて健全性の診断 

措 置 
・点検結果・診断に基づき、措置

（修繕，撤去，架替え，通行規

制等）を行う 

記 録 
・定期点検の結果、補修などの履

歴を記録する 
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3.2 日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 日常点検や定期点検において，定期的な道路の巡回や排水工の堆積土砂や雑木等の清掃や伐採等

の対策を出来る限り行います。対策を行うことで，排水施設不備による伸縮装置からの雨水や凍結防

止剤の浸入を防ぐことが出来，支承や下部工の劣化を遅らせることにより橋梁の延命化に繋がります。 

  ≪排水装置や地覆の清掃≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪清掃状況≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪点検状況≫ 
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4.対象橋梁の長寿命化及び修繕・架け替えに架かる費用の縮減に関する基本的な方針 

今回長寿命化修繕計画策定予定である橋梁49橋の中で，架設後30～50年以上経過した橋梁は33

橋で全体の67％を占めています。近い将来，一斉に架替え時期を迎えることが予想されています。 

従って，計画的かつ予防的な修繕・補修等の実施を徹底することにより，橋梁の寿命を100年

間とすることを目標とし，修繕，架替えに係る大規模化及び高コストの縮減を図ります。 

4.1 修繕・補修及び架替えに係る費用算出の方針 

長寿命化修繕計画において，それぞれの橋梁の特性に応じて，継続的かつ効果的な維持管理を

行うために，以下に示す3つの管理区分の設定を行いました。 

 

管理区分 名 称 意   向 
① 予防保全型 予防的な維持管理により，寿命が100年まで延命できるもの

と仮定し，部材健全度がⅡ（C評価）になった時点で対策を

行うことにより対策が小規模となり，ライフサイクルコスト

の縮減が可能となる計画 

② 予算制約型 ケース②の予防保全型をベースとし，それぞれの橋梁の特性

に応じて，継続的かつ効果的な維持管理を行う計画 

③ 観察更新型 従来の維持管理手法であり，部材健全度がⅣ（E評価）にな

るまで対策を行わない（更新のみ）。重度な損傷が発生する

まで日常的な維持管理を行い経過観察する計画 

 

4.2 新技術の活用について 

 厳しい財政状況や技術者不足が深刻化する中、老朽化が進むインフラを適切に維持管理するために、

国土交通省の「NETIS（新技術情報提供システム）」等を活用し具体的な点検方法や活用事例を参

考として、点検・維持管理等への新技術の活用し、２０２８年までに本村が管理する１５橋の点検費

用を約４５０万円のコスト縮減や維持管理の効率化を図ります。 

 

4.3 費用の縮減に関する具体的な方針 

定期点検の結果から得られた損傷状況及び対策の必要性に基づき、予防保全型で修繕等を実施する

ことにより、修繕・架替えに係る大規模化及び高コスト化を回避し、コストの縮減及び対策費用の平

準化を図ります。 

また、社会情勢や施設の利用状況等の変化に応じた適正な配置のための集約化・撤去、機能縮小な

どによる費用の縮減について、地元利用者の意見を踏まえながら検討します。 

 

  

8



 橋 梁 長 寿 命 化 修 繕 計 画 

管理橋
全49橋

川辺川を
渡河する

Yes No

交通量が多い
or 集落がある

橋長
20m以上

Yes No

代替路
が無い

Yes

Yes

更新時期にボックスの
架け替えが可能か

No

No

No Yes

損傷が軽微な段階で
対策を行う

判定区分“Ⅱ”の
段階より補修

損傷がある程度進行
した段階で対策を行う
判定区分“Ⅲ”の
段階より補修

安全性にかかわる
問題が深刻化する

前段階で対策を行う
判定区分“Ⅳ”の

段階より補修か更新

5.対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び・修繕内容・時期または架替え時期 

相良村が管理する49橋は，橋長15m未満の小規模橋から橋長100mを超える長大橋までが混在し，

構造形式はコンクリート橋，鋼橋，溝橋（BOXカルバート），吊り橋と多様な構造があります。

限られた村の財源の中で、効率的かつ継続的に橋梁を維持していくため、管理橋梁を橋の規模や

路線の重要度・迂回路の有無などから、管理区分の順位や劣化損傷の部位等を考慮し、修繕や架

替え時期の優先順位の設定を行います。 

計画策定の上で重要な橋梁部材の劣化予測については定期点検などを実施することで補修履

歴を蓄積し見直しを行います。 

 

高
い 

低 
優 先 順 位 度 

図5.1 優先順位設定フロー 
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凡例：　　　　対策を実施すべき時期を示す。

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

椎葉橋 村道 椎葉線 253 1990 30 H28 点検 設計 点検 設計

とどしり橋 村道 野原椎葉線 11.4 1982 38 H29 点検・設計 点検・設計

榎木谷橋 村道 野原椎葉線 19 1997 23 H28 点検 設計 点検

小谷谷橋 村道 深水山口線 5.6 1982 38 H29 点検・設計 点検

山口橋 村道 深水山口線 4.5 1995 25 H30 点検 点検

山口谷一号橋 村道 小河内線 14.08 1994 26 H30 点検・設計 点検

山口谷二号橋 村道 小河内線 5 1982 38 H30 点検 点検

山口谷三号橋 村道 小河内線 5.4 1982 38 H30 点検 点検

中尾谷橋 村道 初神野原線 10.4 1975 45 H30 点検 点検

深水橋 村道 初神野原線 16 1975 45 H28 点検 点検

野原2号橋 村道 初神野原線 12.5 1979 41 H29 点検 設計 点検

初神谷橋 村道 小柏線 4.1 1983 37 H30 点検 点検

袴谷橋 村道 大谷袴谷線 5.4 1982 38 H29 点検 点検

六藤橋 村道 六藤上平線 84.7 1965 55 H28 点検 設計 点検

晴山谷橋 村道 谷尻晴山線 8.3 1982 38 H29 点検 点検

平川橋 村道 上下坂平川線 137.9 1967 53 R1 設計 点検 点検

廻谷橋 村道 廻線 11 1990 30 H29 点検・設計 点検

観音橋 村道 廻谷線 121 2015 5 R1 点検 設計 点検

小森橋 村道 小森新深田線 6.4 1982 38 H29 点検 点検

高尾野橋 村道 高尾野上川下線 90.23 1964 56 R1 設計 点検 点検

上園橋 村道 上園高原線 3.2 1982 38 H30 点検 点検

別府第二橋 村道 別府原線 2.5 1982 38 H29 点検 点検

雨谷橋 村道 永江瀬馳線 11.4 1981 39 H29 点検・設計 設計 点検

黒石橋 村道 永江瀬馳線 15 1973 47 H28 点検 設計 設計 点検

橋谷橋 村道 永江瀬馳線 6 1984 36 H29 点検 点検

白木谷橋 村道 永江瀬馳線 10.9 1989 31 H29 点検・設計 設計 点検

平川谷橋 村道 永江瀬馳線 9 2001 19 H30 点検 点検

六藤谷橋 村道 永江瀬馳線 9.95 1984 36 H29 点検 点検

発電所橋 村道 永江瀬馳線 10.9 1984 36 H29 点検 点検

瀬馳橋 村道 永江瀬馳線 10.55 1984 36 H29 点検・設計 点検

新層橋 村道 永江樫木谷線 5.6 1995 25 H29 点検 点検

相良橋 村道 前田松馬場線 87.5 2000 20 H29 点検 設計 点検

夫婦橋 村道 松葉新並木線 105 1990 30 H29 設計 点検 設計 点検

新村橋 村道 新村井沢線 120 1964 56 R1 点検 点検

八ツ田橋 村道 八ツ田井沢線 3.7 2004 16 H29 設計 点検 点検

権現橋 村道 八ツ田井沢線 189.6 1976 44 H28 点検 点検

大神橋 村道 大谷初神線 99.2 1994 26 H29 点検・設計 点検

藤田谷橋 村道 山手夜狩尾線 2.7 1960 60 H29 点検 点検 設計

牛駄場橋 村道 牛駄場山手線 11.45 1980 40 H29 点検・設計 点検

やすらぎ橋 村道 西原線 13 1996 24 H30 点検 点検

西谷橋 村道 柿内線 4.4 2001 19 H29 点検 点検

新深水橋 村道 新深水線 88 2005 15 H28 点検 設計 点検

深山橋 村道 深水野原線 135 1976 44 H28 設計 点検・設計 設計 点検

竹野橋 村道 深水野原線 99.54 1988 32 H28 点検 設計 点検 設計

嶽野橋 村道 深水野原線 40 1982 38 H30 設計 点検・設計 設計 点検

嶽野2号橋 村道 深水野原線 30.5 1987 33 H28 点検 設計 点検 設計 設計

小平橋 村道 深水野原線 22.6 1988 32 H30 点検 設計 点検 設計

野原橋 村道 深水野原線 145 1988 32 H30 設計 点検 設計 点検・設計

井沢橋 村道 新村井沢線 2.8 2006 14 H29 点検 点検

88 89 89 86 84 50 60 55 26 57合　計　　(百万円)

対策の内容・時期
橋梁名

道路

種別
路線名

橋長

(m)

架設

年度

供用

年数

最新

点検

年次

伸縮装置:取替(始端側) 等

舗装:打換 等 主部材:足場工 等

主部材:足場工 等 支承:取替(始端側) 等

伸縮装置:取替(始端側) 等

舗装:打換 等

伸縮装置:取替(始端側) 等

支承:取替(始端側) 等

舗装:打換 等

伸縮装置:取替(始端側) 等

橋台:RC巻立て 等

伸縮装置:取替(始端側) 等

舗装:打換 等

伸縮装置:取替(始端側) 等

支承:取替(始端側) 等 主部材:1種   等

橋台:RC巻立て 等 舗装:打換

伸縮装置:取替(始端側) 等

橋脚:RC巻立て 等

橋台:RC巻立て 等

舗装:打換 等 伸縮装置:取替(始端側) 等

橋台:RC巻立て 等 舗装:打換 等

橋台:RC巻立て 等

伸縮装置:取替(始端側) 等

舗装:打換 橋台:RC巻立て 等

伸縮装置:取替(始端側) 等 舗装:打換 等

床版:上面増厚 等 支承:取替(始端側) 等

主部材:足場工 等 舗装:打換 等

舗装:打換 伸縮装置:取替(始端側) 等 支承:取替(始端側) 等

舗装:打換 伸縮装置:取替(始端側) 等

舗装:打換

主部材:炭素繊維シート接着 等 舗装:打換 等 伸縮装置:取替(始端側) 等

 

表5.1 対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 点検  

 点検  

 点検  

 設計  

 設計  

 設計  

 

 

橋 面 :防 水  等  

舗 装 :打 換  等  
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 橋 梁 長 寿 命 化 修 繕 計 画 

6.長寿命化修繕計画の策定結果 

橋梁長寿命化修繕計画について，予防保全型と従来の対症療法型との比較を行いました。 

この結果，長寿命化修繕計画を策定した対象橋梁49橋について，当事業年度予算を初期4

年間9,000万円(以降概ね6，000万円程度)と仮定して制約をつけた場合，今後50年間

（2020年～2070年）の事業費を比較すると，従来の対症療法型が76億円に対し，橋梁長寿命

化修繕計画の実施による予防保全型が33億円となり，コスト縮減効果は43億円となりました。 
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 橋 梁 長 寿 命 化 修 繕 計 画 

7.計画策定担当部署及び意見聴取した学職経験者等の専門知識を有する者 

7.1 計画策定担当部署 

   相良村 建設課 

   TEL 0966-35-1035 

   URL  https://www.vill.sagara.lg.jp/index.php 

 

7.2 意見を聴取した学職経験者等の専門知識を有する者 

   国立大学法人 熊本大学名誉教授 デジタルアーカイブ室長 

   土木学会フェロー 特別上級技術者（鋼・コンクリート） 

           大学院先端科学研究部 シニア教授 山尾 敏孝 工学博士 
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